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1.はじめに 

  1992 年に都市計画法によって都市計画に関す

る基本的な方針は、あらかじめ公聴会の開催等

住民の意見を反映させるために必要な措置をと

ることが義務付けられた。[1]これにより各地で

住民参加型ワークショップ(以下 WS)が行われて

いる。しかし、一般住民が参加する WS を行う場

合、どうしても時間や場所が制限される。 

  この問題に対してレレイト・エマニュエルら

[2]は IT の技術を利用した分散同時開催 WS 支援

手法というものを提案した。(図 1) 

 
図１ 分散同時開催 WS支援手法システム 

このシステムは、ネットワークを利用した地理

情報システムである WebGIS とビデオ会議を用い

て WS を複数の場所で同時に開催することを可能

にするシステムで、離れた場所であっても WS に

必要な情報を共有することができる。情報を共

有し、ビデオ会議によって従来の一箇所で行わ

れる WS の雰囲気に近づけることを目的としたも

のである。レレイトらはこのシステムを使い複

数の小学校の協力のもと街歩きで WebGIS に情報

を集めてた後、実際に分散同時開催 WS を行った。 

  しかし、レレイトらが開発した分散同時開催

WS支援システムは二次元の WebGIS システムを利 

用しているので地図上に情報を共有できるだけ 

 

 

 

 

 

 

で三次元空間の景観や物体を配置した時などの

影などのシミュレーションを行うことが出来な

いという問題がある。 

  本研究では、常に情報を共有しながら 3D での

直感的な景観のシミュレーションを行うことの

できる分散同時開催 WS 支援システムの開発とそ

のシステムを利用した新しい WS 手法の提案を行

う。(図 2) 

 

2．新しい分散同時開催 WS 手法 

  提案手法は以下の通りである 

① 事前に WS を行う街の 3D マップを一般の人々

に Webブラウザなどを通して公開する。 

② コメント機能を使用して 3D マップ上の座標

に書き込ませることで意見や要望を収集する。

この際、実際にある街の三次元モデルを使用

しているので「公園のこの場所にベンチがほ

しい」など、特定の場所を指定してコメント

を書き込む。 

③ 収集した意見を元に専門家や関係者らで会議

を行い実際の WS に向けて基本案を立案する。

更に WS を行う際に必要になる 3DCG のモデル

やスクリプトなどをリストアップし用意する。 

④ 専門からで話し合った事前案と用意した素材

を使って分散同時開催 WS 支援システムを使

用して複数の会場にわかれて WSを行う。 

 

 
図 2  分散同時開催 WS手法とその支援システム 
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図 3  分散同時開催 WS支援システム 

 

 
図 4  コメントで作成したピン型のオブジェクト 

 

3.分散同時開催 WS 支援システム 

  分散同時開催 WS 支援システムには離れた相手

とも WS を行うことができるように、お互いの情

報を共有する為の機能が備わっている。(図 3) 

  景観シミュレーションを行うための 3DCG オブ

ジェクトの操作機能として事前に用意していた

ベンチや建物などのようなオブジェクトを自由

な位置に追加する機能のほか、現在あるオブジ

ェクトの移動操作、回転操作、拡大縮小、削除

などの様々な操作を行うことができる。更に時

間経過による太陽の動きやそれに伴う影の動き、

夜の明かりなどのシミュレーションも行うこと

ができる。これらの景観の操作はすべてネット

ワークを通じて同期先の相手に反映されお互い

のシステムで自由に景観を変更しながら確認す

ることができる。 

  コメント機能ではコメントボタンを押してコ

メントを残したい場所をマウスでクリックする

だけで簡単にコメントを指定した場所に残すこ

とができる。(図 4)コメントはピンとしてオブジ

ェクトになりコメント内容とともに自身の位置

情報を持ち合わせる。コメント内容を持ったピ

ンは街の三次元モデル上に生成されるので道路

や公園、ビルの上など意見や要望を出したいと

思ったどんな場所にでもコメントできる。投稿

されたコメントはコメント内容と位置情報を集

計しサーバー上に保存する。 

  今回作成する分散同時開催 WS 支援システムは

ゲームエンジン Unityを用いて実装する。[3] 

4.提案システム・手法の利点 

  本システムの利点は、複数の場所に別れて行

う WS であっても従来の一箇所に集まって行われ

る WS に近い形で同時にワークショップを行うこ

とができるという利点と、レレイト・エマニュ

エルの提案した WebGIS を利用した分散同時開催

WS 支援システムでは行うことの出来なかった景

観シミュレーションを街の三次元モデルを利用

して行うことができるということである。 

  本手法の利点は、一般的な住民参加型ワーク

ショップを行う場合に比べて複数の会場で分散

してワークショップを行うので大きな開催場所

の準備の必要がなく比較的容易に場所の確保が

できる。さらに、開催場所が複数に別れること

により参加する市民は近くにある会場に行けば

いいので一般市民の移動手段や時間の問題を緩

和することができ、市民も容易に参加すること

ができる。 

  ワークショップを行うにあたっていきなり住

民が話し合うのではなくある程度の意見を事前

に収集して、その問題について専門家や関係者

らによって前もって検討しておくことによって

話し合いを円滑に進めることが出来る。 

 

5．まとめ 

  本システムにより分散同時開催 WS において、

三次元マップを利用して直感的に景観シミュレ

ーション行うことができるようになった。 

  今回作成中の支援システムは 1 月 27 日に開催

される熊本市の都市開発ワークショップの場で

実際に使用される。まだ住民参加型では行えな

いものの分散同時開催として他大学と本システ

ムを用いて通信を行う。 

  来年度には実際に一般の人々に本システムを

公開して今回提案した手法を使用して分散同時

開催 WSを行っていく計画である。 
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